


字 内 玄 先 生 を 悼 む

 本学教授字内玄博士は昭和49年2月8日,心 筋梗塞のため52才 を もって急逝 され ました。

 日頃お元気で前 日まで ご一一緒にA考 査の採点をしていた私 どもには,2月4日 入院 されたと

の報に驚 き一 日も早 く回復 され ることを願 ってお りま したが,ご 逝去の知せに唯 々 然 と深い

悲 しみに うたれ るのみであ りま した。 ここに謹んで哀悼 の意を表す る次第であ ります。

 先生は旧性を陳震東 といわれ,台 湾台南市に ご出生,昭 和21年9月 に京都府立医科大学をご

卒業後同病理学教室で副手,助 手 として研究に従事,昭 和27年 に講 師に任ぜ られ,昭 和47年4

月本学に就任 され るまで,講 義,実 習お よび病理解剖な どの指導に功績をあげ られま した。

 先生の ご研究は多方面にわた りますが,主 として細胞お よび組織化学に属す るものであ り,

これを大別す るとビタ ミン関係,ラ ジオオー トグラムによる無機質,核 酸 などの代謝関係,神

経病理お よび公害関係 と広範におよび,こ れ らは3編 の著書,50編 余の綜説,講 座,研 究報

文,100報 以上 の学会報告 とな り,先 生のご業績は広 く内外の学会で認め られてお ります。

 先生は荒木教授の下で細胞組織化学的なビタ ミン証明法の開発を研究,ビ タ ミンB1の顕微螢

光測光の手技を確立 され この方法は今 日でもビタ ミン研究の一分野 として広 く利用され てい ま

す。先生は この うち生物界におけ るB、の局在,消 長お よび利用についての論文で,昭 和26年1

月医学博土の学位を授与 され,こ のほか ビタ ミンB2, B6, B、2, C,葉 酸, A, D, K, Eな ど

の組織化学的測定法,ア イ ソ トープの利用によるこれ らビタ ミンの欠乏症 にともな う諸臓器,

神経組織の変性過程 の研究,そ の他二酸化窒素,一 酸化炭素,亜 硫酸 ガスな ど大気汚染に関す

る病理組織学的研究,解 剖医 としてのスモン病その他の剖検例に関す る多 くの報告な ど,各 方

[自]の研究者 と連係 して広範な業績を残 されてお ります。

 本学に こられてか らもPCBの 毒性に関す る研究や,グ ル タ ミン酸 ナ トリウムの過剰摂取の

問題 などに取 りくまれ,そ の成果が期待され ていました。尚先生には昭和30年 頃か ら両三度に

わた り,台 湾,台 北学院,高 雄医学院の教授 に擬せ られた こともあ り数回にわた り集中講義に

渡台された こともあ りました。

 先生には昭和48年 の3月 旧 本に帰化,宇 内玄 と改性 され,お 名前 の示す ごと く内外にむけて

ご研究を発展 させ ようと日夜休む ことな く実験に うち込んでお られた先生 の面影は,私 どもの

脳裏に残 ってお ります。

 先生は本学に就任後僅か二年の短期間であ りましたが,学 生 の教育に,学 術の研究に確固た

る信念 と自信にみちた態度で心血をそそがれ,そ の温顔 とともに学生の敬愛の的であ り,我 々

教員の範 とす るところであ りました。

 先生の幅広 いご活動が心身を消耗 しつ くして,ご 活躍の途中に若 くしてお亡 りにな りました

ことは,ま ことに 口惜 しく悲 しいことであ ります。我 々は先生の生前の ご意志を体 し食物学の

発展に遙進 し,先 生 の霊をお慰め したいと存 じます。 ここに食物学会を代表 して先生のご冥福

を心か らお祈 り申 し上げます。
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